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平成24年度 平成25年度 平成26年度

総人口 8,877,749 8,868,916 8,856,689

40～64歳 2,998,867 2,982,968 2,966,465

65歳以上 2,045,191 2,126,930 2,202,886

高齢化率 23.0% 24.0% 24.9%

次期高齢者計画（素案）の概要
１　計画の位置づけ　（根拠：老人福祉法及び介護保険法）
市町村が実施する老人福祉事業や介護保険事業の円滑な実施を支援するための取組みをまとめたもの　　 府老人福祉計画と府介護保険事業支援計画を一体として策定
策定に当たっては、「府高齢者・障がい者住宅計画」や「府地域福祉支援計画」「府保健医療計画」等の関係計画との連携を図っています
２　計画の目標　（高齢化がピークを迎える平成37年を展望しつつ、平成24年から26年までの3年間を計画期間としています）
　　今後ますます高齢化が進展し、支援を要する高齢者が増加しても、望む場所で安心して暮らしていけるように、高齢者の生活を地域社会全体で支える体制整備をめざします
【次期（5期）計画の特徴】　3期で定めた目標（平成26年）の最終年度を含む計画であり、上記目標のため『地域包括ケアシステムの構築』に取り組むスタートの計画です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３　計画素案の内容
１章　計画策定の意義　
２章　高齢者の現状と将来推計
　　　・府の将来人口推計
　　　・高齢者の意識調査(アンケート)結果の概要
３章　ふれあいおおさか高齢者計画2009の検証
　　　・認定者数や介護保険サービスの状況
４章　施策の推進方向　～課題と施策の方向及び取組み
５章　介護サービス量の見込み　（⇒最終確定は23年度末）
６章　計画の推進に向けて　～市町村、関係機関・団体との連携
４　検討事項(案)
(1)名称　大阪府高齢者計画2012　～みんなで支え　地域で支える　高齢社会～
(2)章立ての変更　本質部分（４章、５章）を前に、３章やアンケートを後ろに移動
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【5期の重点取組】 ①　地域包括支援センターの機能強化


　　　　　　　　　　  　② 認知症高齢者等支援策の充実














第７期　（Ｈ30～32）





目標年次：Ｈ26





目標達成をめざします





第3期　（Ｈ18～20）





第４期　（Ｈ21～23）





第５期　（Ｈ24～26）





スタート





第６期　（Ｈ27～29）





新しい目標年次：Ｈ37まで


（団塊の世代が75歳以上になる高齢化のピーク）





介護保険法改正


（新サービスの導入等）








１　地域包括ケアシステムの構築





２　認知症高齢者等支援策の充実





３　健康づくり・生きがいづくり





５　介護保険事業の適切な運営





６　福祉・介護サービス基盤の充実





４　利用者支援の推進





施策の展開（第４章）





(1)地域包括支援センターの機能強化


(2)医療と介護の連携強化


(3)生活支援サービスの確保


(4)地域の支え合い体制の整備


(5)高齢者にやさしい住まいの確保と


福祉のまちづくりの推進


(6)権利擁護の推進


(7)災害時における高齢者支援体制の確立





(1)認知症に対する理解の促進


(2)認知症高齢者やその家族の支援体制の構築


(3)医療との連携の促進


(4)認知症介護の質の向上と人材育成








(1)介護予防事業の円滑な提供


(2)健康づくり


(3)社会参加の促進


(4)雇用・就業対策の推進








(1)介護サービス等の質の向上


(2)サービス事業者への指導・助言


(3)介護保険制度運営に関する支援・助言








(1)居宅サービスの基盤の充実


(2)地域密着型サービスの普及促進


(3)施設基盤の充実








(1)制度周知等の推進


(2)相談・苦情解決体制の充実


(3)個々の高齢者の状況に配慮したサービスの提供


(4)適切な要介護認定


(5)不服申立ての審査（介護保険審査会）











